
 

 

 

 

６月２６日  無雪期搬出訓練            井上 尚子 

山 名 大文字山安祥寺林道入口周辺 山行名 
労山 

救助隊無雪期搬出訓練 

ルート 山科/駐車場→毘沙門堂→大文字登山口→林道周辺山・斜面→毘沙門堂→駐車場 

山行日 ２０２２年６月２６日 天 候 晴れ 

参加者 

リーダー：  和田千惠       サブリーダー：井上尚子 

男性： 森本・西川・相川            

女性： 和田・今村・川田・小林・井上         

合計：  ８ 名  

ルート概略図 
 

 

駐車場→毘沙門堂→大文字登山口→ 

 

林道周辺の山や斜面→毘沙門堂→駐車場 

コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

駐車場 
集 7:45 

 
着  

発 ７:50 発  

毘沙門堂 
着 8:10 

 
着  

発  発  

大文字登山

口（受付） 

着 8:30 
 

着  

発 14：50 発  

毘沙門堂 
着 15：00 

 
着  

発  発  

駐車場 
着 15：15 

 
着  

発 15：20 発  

山行報告 

 ２０２２年度無雪期搬出訓練が今年も去年と同じく、大文字安祥寺林道入口にて行われた。 

総参加者５４名中、田辺山友会からは８名、再来年は田辺山友会が応急手当担当とのことで 

どう運営されているかを参考にすべく参加しました。６月末で、すでに酷暑の中でしたが 

木々におおわれた木陰での訓練が幸い・・。 

今回はレベル３段階に分け、7～8人ずつのグループでベテランリーダー含むスタッフ３名 

ずつ入ってくださり 丁寧にご指導いただきました。 

初級コースでは簡易ハーネス作り、２つの 8 の字結び、インクノット、オーバーハンドノッ

ト、専門用語の言われから結び方、そしてそれらを使って実際の斜面に張られた ロープでカ

ラビナスルー移動（トラバース）、ムーンターンヒッチ（半マスト）で縦に降りて登る、のセ

ルフレスキュー実践訓練を 1 人ずつ行いました。カラビナの扱い方、体の使い方、丁寧に御指

導いただき大変勉強になりました。今後も折にふれ結び方等復習し、いざという時 

（ない方がいいのですが）役に立てられるよう、自分のものにして行けたらと思います。 

 

【 当日の詳しい状況については、「労山コーナー」に掲載しております。】  

ヒヤリハット   なし 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

無雪期搬出訓練 感想文                     

           相川広秋 

初めての訓練参加である。京都労山の救助隊が実施するというので、相当高度な内容をやる訓練と

思っていたが、ハイキング中に通常装備している機材を用いての基本的な訓練であった。各自のレベ

ルに応じて、１０人前後の班を数班作り、各班には３～４人の指導者がつき、全員が理解できるまで

丁寧に指導して下さった。簡易ハーネスやロープワークの作り方にも色々あることが分かり、大変た

めになる訓練でした。これからも、いろんな訓練や講習会には、できる限り積極的に参加していきた

いと思います。 

 

                                     川田まり 

山友会に入会して初めての参加となるのが、この無雪期搬出訓練でした。 

道具も揃っておらず、どんな訓練なのかと不安もありましたが参加して良かったです。 

基礎のロープワークを何度も身に着くまで指導していただき、 

それも斜面を使っての訓練でしたが、怖いことはなく、安全を得るための「自己ビレイ」も含め繰り

返し体験させてもらうかとができました。 

実際に体験したことで、忘れやすい私でも今回学んだ基礎の基礎はしっかりと覚えておきたいと思い

ます。 

車を出していただいた Nさん、ありがとうございました。車中での皆さんのお話を聞いているのも楽

しかったです。   

 

                                      井上尚子 

山友会でも教えていただいた色々なロープの結び方、簡易ハーネスを作りそれらを使ってのセルフ

レスキューの実践は、ベテランのスタッフの方々に丁寧にご指導いただき、一歩まちがえればケガに

つながる緊張感も感じながら、なんとかやりきれてほっとしました。 

忘れない様、時々復習も必要かなとも思いました。 

 

 

                                      森本竜二 

山友会に入会し 2 年間、保険は日山のハイキングコースに入っていました。そのため労山の催しへの

参加は遠慮していました。労山の保険に切り替え、無雪期搬出訓練は昨年に続き 2 回目の参加となり

ました。 

設定はハイキング中に登山道から滑落した仲間を救出するというもので、携行している細引き・ 

１２０㎝スリング（簡易ハーネス用）・安全環付きカラビナ・60 ㎝スリングとカラビナ×2 で行いま

す。細引きは各自が 10m は携行するのが望ましく、必要に応じてオーバーハンドノットで繋いで使

用します。 

救助に当たっての安全確保は２通りを習得しました。ハンマストを使ってのやり方と輪っかを作った

細引きに、２本のスリングに接続したカラビナを付け替える方法です。 

ハイキングにおいても訓練に使用した装備は携行するようにします。 

 

 

 

 


